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2015年9月10日鬼怒川破堤によって発生した侵食地形とクレバススプレー堆積物の水理条件
Hydraulic conditions of erosion and crevasse spray sedimentation generated by the breach
of Kinugawa River around Misaka area, Joso City on September 10, 2015.
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大河川において洪水が発生した場合，破堤個所周辺に特殊な地形が発生する．破堤すると，まず堤内地を洪水
流が深く削り込んで，クレバスチャネルと呼ばれる侵食地形を作つくる．その周辺にはクレバススプレー堆積
物が堆積する．クレバスチャネルやクレバススプレー堆積物は，地質時代の河川成堆積物には普遍的に報告さ
れてきているが，現世の産状報告はあまり多くない． 
2015年9月9日から11日にかけて，台風18号の影響によって東日本各地で河川の氾濫や土砂災害が発生し，これ
ら一連の災害は「平成27年関東・東北豪雨」と名付けられた．茨城県を常総市三坂地域においては，9月10日
12時50分頃に鬼怒川左岸の堤防が約200 mにわたって決壊し，大災害となった．破堤箇所の直近には射流に
よって生じた侵食地形，クレバススプレー堆積物には，流速の変化によって生じた3Ｄデューン〜リップルまで
のベッドフォーム，および流水の方向を示す瓦礫の作るファブリック等の各種堆積構造が観察された．本発表
においては，予察的な粒度分析結果も踏まえ，洪水発生時の水理条件について地形学的ならびに堆積学的見地
から，考察を試みたい．
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